
長浜市

平面図
S=1:80

A1 P1 A2

S=1:80

断面図
S=1:25

地　　　名

図　面　名
橋梁一般図

縮　　　尺

当初　　　　第　　回変更

地　区　名

図面番号

橋梁一般図

認可・実施

年度・番号

長浜市木之本町大見

大見橋

路　線　名

工　事　名

河　川　名

図　示

橋長 38.07m

路下条件

ＴＬ－１４　２等橋

橋梁番号

起点側

河川：高時川

下部構造

1

適用示方書

道路橋名

有効幅員

活荷重・等級

滋賀県長浜市木之本町大見

経度

昭和３９年

所在地

橋梁コード

滋賀県長浜市木之本町大見

136°14′17.74″

上部構造

径間数

緯度

オオミハシ

大見橋

 3.60m

架設年次

逆Ｔ式橋台２基, 壁式橋脚１基

22505498

自

 4.20m

橋梁形式
ＰＣ橋＿ポステンＴ桁

 35°32′01.98″

 2

全幅員

大見いこいの広場線

1968年(昭和43年)

路線名

至

フリガナ

A1橋台
S=1:80 S=1:80

P1橋脚
S=1:80

A2橋台

A1 A2P1

橋梁諸元

図　示

30 18940 30 19040 30

橋長L=38070

30 18940 30 19040 30

橋長L=38070

300 600 8130

1
1
7
0

2
8
2
0

950 4200

4
0
5
0

300 600
4600

1
1
7
0

3
1
1
0

3
0
0

3
6
0
0

3
0
0

幅
員

B
=
4
2
0
0

3003600300

4200

1
0
06
0
0

3
5
0

8
1
0

775 500

DHWL

8
0
0

右岸左岸

右岸左岸

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

市道大見いこいの広場線

側面図

15　枚ノ内　1



当初　　　　第　　回変更

地　区　名

認可・実施

損傷図（その１）

図　面　名

第1径間

河　川　名

損傷図（その１）

S=1:50

市道大見いこいの広場線

地　　　名

縮　　　尺

長浜市木之本町大見

路　線　名

長浜市

年度・番号

図面番号

大見橋

工　事　名

S=1:50

12

側面

平面

9

鋼製

側面

鋼製

7

鋼製

41 6 14

防護柵（下流側）

103

鋼製

2

鋼製

115 8 13

防護柵（上流側）

5 64 8 121 2 3 97 1310 1411

平面

側面

側面

地覆（下流側）

地覆（上流側）

下端

上端

下端

上端

1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1430

1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1430

全損

全損
全損

全損

全損

地覆Fg01

⑰その他(ぐらつき)-e

地覆Fg02

全損

親柱

[450mm×350mm]

地覆Fg01

[250mm×300mm]

23変形・欠損-c

全損

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

全損

全損

[350mm×100mm]

[300mm×100mm]

全損

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

全損

全損

地覆Fg02

[250mm×100mm]

全損

全損

23変形・欠損-e

全損

地覆Fg02

[20mm×100mm×0mm]

23変形・欠損-c

全損全損

[400mm×150mm]

地覆Fg01

[200mm×100mm]

[20mm×80mm×0mm]

全損

地覆Fg02

全損

地覆Fg02

地覆Fg01

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

親柱

全損

全損

全損

全損

全損

全損

④破断-e

全損

全損

地覆Fg02

全損

全損

全損

[0.7mm/ - ]

全損

23変形・欠損-e

[200mm×300mm]

23変形・欠損-c

地覆Fg01

全損

全損

23変形・欠損-c

全損

全損

全損

[600mm×100mm]

全損

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

全損

23変形・欠損-c

全損

全損

[180mm×140mm×40mm]

[550mm×100mm]
⑫うき-e

23変形・欠損-c

[250mm×350mm]

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

地覆Fg02

23変形・欠損-c

[300mm×400mm×350mm]

全損 全損 全損

⑥ひびわれ(大小)-d

23変形・欠損-c

下端

上端

下端

上端

左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事
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23変形・欠損-c

262117 2220 2815 191816 2723 2524

長浜市木之本町大見

路　線　名

河　川　名

長浜市

損傷図（その２）

当初　　　　第　　回変更

S=1:50

市道大見いこいの広場線

年度・番号

地　区　名

地　　　名

図面番号

認可・実施

大見橋
図　面　名

工　事　名

縮　　　尺

側面

側面

平面

23211716 24 26221915 18 282520

側面

平面

側面

損傷図（その２）

第2径間
S=1:50

防護柵（下流側）

防護柵（上流側）

地覆（下流側）

地覆（上流側）

地覆Fg01

[10mm×100mm×0mm]

[10mm×100mm×0mm]

地覆Fg02

地覆Fg02

[400mm×350mm]

地覆Fg02

⑫うき-e

23変形・欠損-c

⑦剥離・鉄筋露出-d

⑫うき-e

地覆Fg02

地覆Fg02

地覆Fg01

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

[1.0mm/ - ]

⑦剥離・鉄筋露出-d

親柱

地覆Fg02

23変形・欠損-c

[200mm×100mm]

⑫うき-e

全損

⑫うき-e

[250mm×150mm]

全損

地覆Fg02

[300mm×160mm]

⑦剥離・鉄筋露出-d

23変形・欠損-c

全損

23変形・欠損-e

[20mm×100mm×0mm]

全損 全損

[300mm×300mm]

地覆Fg01

[300mm×100mm]

[200mm×300mm]

[20mm×80mm×0mm]

⑥ひびわれ(大小)-d

⑫うき-e

地覆Fg02

全損

全損

全損

親柱

全損

全損

全損
⑫うき-e

全損

1440 1460 1460 1460 14601460146014601460146014601410 1390

1440 1460 1460 1460 14601460146014601460146014601410 1390

27

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

[100×200mm]

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　3



河　川　名

市道大見いこいの広場線

縮　　　尺

長浜市

年度・番号

損傷図（その３）

地　区　名

地　　　名 長浜市木之本町大見

当初　　　　第　　回変更

図面番号

認可・実施

大見橋

S=1:50

路　線　名

図　面　名

工　事　名

A1 P1

P1 A2

損傷図（その３）

第1径間
S=1:50

第2径間
S=1:50

伸縮装置Ej01 : 24土砂詰まり-e

　　　　 　　　　[550mm×300mm×90mm]

伸縮装置Ej01 : 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

添架物Ut01 : ①腐食(小大)-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp03 : ①腐食(大大)-e

排水管Dp04 : 23変形・欠損-e

添架物Ut02 : 23変形・欠損-e

伸縮装置Ej01 : 24土砂詰まり-e

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

添架物Ut01 : ①腐食(小大)-c

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp02 : ①腐食(大大)-e

　　　　　　 ③ゆるみ・脱落-e

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp04 : ①腐食(大大)-e

排水管Dp03 : ①腐食(大大)-e

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

　　 　　　　[200mm×150mm]

主桁Mg02 : ⑫うき-e

添架物Ut02 : 23変形・欠損-e

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp01 : ①腐食(大大)-e

排水管Dp01 : ①腐食(大大)-e

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

　　　　　　 23変形・欠損-e

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp02 : ①腐食(大大)-e

左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　4



平面図
S=1:80

S=1:80

側面図

断面図
S=1:25

地　　　名

図　面　名
補修一般図

縮　　　尺

当初　　　　第　　回変更

地　区　名

図面番号

市道大見いこいの広場線

補修一般図

認可・実施

年度・番号

長浜市木之本町大見

大見橋

路　線　名

工　事　名

長浜市

河　川　名

図　示

A1橋台
S=1:80 S=1:80

P1橋脚
S=1:80

A2橋台

断面修復工

橋梁補修数量表
名称 規格 単位 数 量 備　　考

式 1

防護柵補修工（防護柵取替）

排水装置設置

図　示

A1 P1 A2

A1 A2P1

断面修復工・防護柵補修工

断面修復工・防護柵補修工（防護柵取替、地覆補修）

断面修復工・防護柵補修工

排水装置補修工排水装置補修工排水装置補修工排水装置補修工

排水装置補修工排水装置補修工排水装置補修工排水装置補修工

断面修復工・防護柵補修工

排水装置補修工 排水装置補修工

排水装置補修工 排水装置補修工排水装置補修工 排水装置補修工

式 1

式 1

右岸左岸

右岸左岸

橋梁地覆補修工

　既設地覆撤去

　地覆復旧

式 1

式 1

式 1

運搬処理工 式 1

足場工 式 1

排水装置撤去 式 1

式 1排水装置補修工

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事
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〃

第1径間合計38.82上下流（合計）

〃 0.00

38.82

 0.00

19.41

19.41下流側(全長)

 0.00

19.41

19.41

備 　考延長(m)位　置

防護柵補修工数量表（第1径間：防護柵取替）

上流側(全長)

当初　　　　第　　回変更

地　区　名

認可・実施

補修図（その１）

図　面　名

第1径間

河　川　名

補修図（その１）

S=1:50

市道大見いこいの広場線

地　　　名

縮　　　尺

長浜市木之本町大見

路　線　名

長浜市

年度・番号

図面番号

大見橋

工　事　名

S=1:50

12

側面

平面

9

鋼製

側面

鋼製

7

鋼製

41 6 14

防護柵（下流側）

103

鋼製

2

鋼製

115 8 13

防護柵（上流側）

5 64 8 121 2 3 97 1310 1411

平面

側面

側面

地覆（下流側）

地覆（上流側）

下端

上端

下端

上端

全損

全損
全損

全損

全損

地覆Fg01

⑰その他(ぐらつき)-e

地覆Fg02

全損

親柱

[450mm×350mm]

地覆Fg01

[250mm×300mm]

23変形・欠損-c

全損

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

全損

全損

[350mm×100mm]

[300mm×100mm]

全損

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

全損

全損

地覆Fg02

[250mm×100mm]

全損

全損

23変形・欠損-e

全損

地覆Fg02

[20mm×100mm×0mm]

23変形・欠損-c

全損全損

[400mm×150mm]

地覆Fg01

[200mm×100mm]

[20mm×80mm×0mm]

全損

地覆Fg02

全損

地覆Fg02

地覆Fg01

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

親柱

全損

全損

全損

全損

全損

全損

④破断-e

全損

全損

地覆Fg02

全損

全損

全損

[0.7mm/ - ]

全損

23変形・欠損-e

[200mm×300mm]

23変形・欠損-c

地覆Fg01

全損

全損

23変形・欠損-c

全損

全損

全損

[600mm×100mm]

全損

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

全損

23変形・欠損-c

全損

全損

[180mm×140mm×40mm]

[550mm×100mm]
⑫うき-e

23変形・欠損-c

[250mm×350mm]

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

地覆Fg02

23変形・欠損-c

[300mm×400mm×350mm]

全損 全損 全損

⑥ひびわれ(大小)-d

23変形・欠損-c

下端

上端

下端

上端

断面図（防護柵）
S=1:10

側面図（防護柵）
S=1:10

親柱詳細図

550

6
7
0

1
5
0

2
5
0

2
5

2
5

50

40050 100

550
400 100

820
670 150

2
5
0

2
5

2
5

S=1:20

300

1
0
0

6
0
0

3
5
0

140

190

194

6
5
0

5
0

180

200

6
0
0

1
0
0 5
0

202

50

8
4

50

8
4

90

60

90

60

D50

D50

8
4

8
4

250

400

3
0
0

3
0
0

1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1430

1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1230

200100100100100100100100100100100100100100100100100100100100

1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1430

1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1230

100100 100100 100100 100100 100100 100100 100100 100100 100100 200100

（防護柵補修工（防護柵取替、地覆補修）、断面補修工）

1

2

6
90 左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

図　示

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

1

断面修復工数量表（親柱）

位　置
寸　法

箇所
体　積

備 　考
（m） （m3）

1 0.079 
親柱（本体部+基礎部）(0.40+0.25)×0.67/2×0.25

+0.55×0.15×0.30

2 1 0.079  

合　計 0.158 

〃

橋梁地覆補修工数量表（第1径間：地覆復旧）

上流側(全長)

位　置 寸法(m) 備 　考

下流側(全長)

〃

〃

0.25×0.30×19.41

0.25×0.30×19.41

0.25×0.30× 0.00

1.46+1.46

0.00+0.00

体積(m3)

1.46

1.46

0.00

2.92

0.00

上下流（合計） 1.46+1.46 2.92 第1径間合計

0.25×0.30×19.41

0.25×0.30×19.41

0.25×0.30× 0.00

1.46

1.46

0.00

(0.40+0.25)×0.67/2×0.25
+0.55×0.15×0.30

1

型枠工数量表（親柱）

位　置
寸　法

箇所
面　積

備 　考
（m） （m2）

1 0.776
（(0.40+0.25)×0.67/2×2+

+0.25×0.67+0.25×0.69）

2 1 0.776

合　計 1.552

（(0.40+0.25)×0.67/2×2+
+0.25×0.67+0.25×0.69）

2.92+0.55

0.00+2.31

3.47

2.31

第1径間+第2径間 2.92+2.86 5.78

位　置 体積(m3) 備 　考合計(m3)

橋梁地覆補修工数量表（全体：地覆復旧）

38.82+ 7.20

 0.00+30.88

第1径間+第2径間 38.82+38.08

防護柵補修工数量表（全体：防護柵取替）

位　置 延長(m) 備 　考合計(m)

46.02

30.88

76.90

〃

15　枚ノ内　6

防護柵延長　L=19410

防護柵延長　L=19410

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

（本工事）

（本工事）

ｆ

附帯工事

附帯工事

附帯工事

附帯工事

附帯工事

附帯工事

附帯工事

附帯工事



262117 2220 2815 191816 2723 2524

長浜市木之本町大見

路　線　名

河　川　名

長浜市

補修図（その２）

当初　　　　第　　回変更

図　示

市道大見いこいの広場線

年度・番号

地　区　名

地　　　名

図面番号

認可・実施

大見橋
図　面　名

工　事　名

縮　　　尺

側面

側面

平面

23211716 24 26221915 18 282520

側面

平面

側面

補修図（その２）

第2径間
S=1:50

防護柵（下流側）

防護柵（上流側）

地覆（下流側）

地覆（上流側）

地覆Fg01

[10mm×100mm×0mm]

[10mm×100mm×0mm]

地覆Fg02

地覆Fg02

[400mm×350mm]

地覆Fg02

⑫うき-e

23変形・欠損-c

⑦剥離・鉄筋露出-d

⑫うき-e

地覆Fg02

地覆Fg02

地覆Fg01

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

[1.0mm/ - ]

⑦剥離・鉄筋露出-d

親柱

地覆Fg02

23変形・欠損-c

[200mm×100mm]

⑫うき-e

全損

⑫うき-e

[250mm×150mm]

全損

地覆Fg02

[300mm×160mm]

⑦剥離・鉄筋露出-d

23変形・欠損-c

全損

23変形・欠損-e

[20mm×100mm×0mm]

全損 全損

[300mm×300mm]

地覆Fg01

[300mm×100mm]

[200mm×300mm]

[20mm×80mm×0mm]

⑥ひびわれ(大小)-d

全損

全損

全損

親柱

全損

全損

全損
⑫うき-e

23変形・欠損-c

全損
27

下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

防護柵延長　L=19040

防護柵延長　L=19040

1440 1460 1460 1460 1460146014601460146014601460 13901410

1210 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1240 1260 1260 1260 1260 1190

100 100 200100 100100 100100 100100 100100100100100100100100100 100100100100100100100

1440 1460 1460 1460 1460146014601460146014601460 13901410

1210 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1240 1260 1260 1260 1260 1190

100 100 200100 100100 100100 100100 100100100100100100100100100 100100100100100100200

（防護柵補修工（防護柵取替、地覆補修）、断面補修工、型枠工）

1

左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

1

断面修復工数量表（親柱）

位　置
寸　法

箇所
体　積

備 　考
（m） （m3）

1 0.054  
親柱（本体部のみ）

(0.40+0.25)×0.67/2×0.25

合　計 0.054  

1

型枠工数量表（親柱）

位　置
寸　法

箇所
面　積

備 　考
（m） （m2）

1 0.776
（(0.40+0.25)×0.67/2×2+

+0.25×0.67+0.25×0.69）

合　計 0.776

⑫うき-e

地覆Fg02

[100×200mm]

橋梁地覆補修工数量表（第2径間：地覆復旧）

上流側(全長)

位　置 寸法(m) 備 　考

下流側(全長)

〃

〃

0.25×0.30×19.04

0.25×0.30× 4.33

0.25×0.30×14.71

0.33+0.22

1.10+1.21

体積(m3)

1.43

0.33

1.10

0.55

2.31

上下流（合計） 1.43+1.43 2.86 第2径間合計

0.25×0.30×19.04

0.25×0.30× 2.87

0.25×0.30×16.17

1.43

0.22

1.21

2.92+0.55

0.00+2.31

3.47

2.31

第1径間+第2径間 2.92+2.86 5.78

位　置 体積(m3) 備 　考合計(m3)

橋梁地覆補修工数量表（全体：地覆復旧）

橋梁地覆補修工数量表（第2径間：型枠工）

位　置 寸法(m) 備 　考

下流側(全長)

〃

〃

2.20+1.47

7.38+8.11

面積(m2)

 3.67

15.49

上下流（合計） 9.58+9.58 19.16 第2径間合計

19.54+ 3.67

 0.00+15.49

23.21

15.49

第1径間+第2径間 19.54+19.16 38.70

位　置

橋梁地覆補修工数量表（全体：型枠工）

（0.25+0.25）×19.04
9.58

1.47

8.11

　　+（0.30×0.10）×2

（0.25+0.25）× 2.87
　　+（0.30×0.10）×1

（0.25+0.25）×16.17
　　+（0.30×0.10）×1

橋梁地覆補修工数量表（第1径間：型枠工）

上流側(全長)

位　置 寸法(m) 備 　考

下流側(全長)

〃

〃

（0.25+0.25）×19.41

9.77+9.77

0.00+0.00

面積(m2)

9.77

9.77

0.00

19.54

 0.00

上下流（合計） 9.77+9.77 19.54 第1径間合計

　　+（0.30×0.10）×2

（0.25+0.25）×19.41
　　+（0.30×0.10）×1

（0.25+0.25）× 0.00
　　+（0.30×0.10）×0

（0.25+0.25）×19.41
9.77

9.77

0.00

　　+（0.30×0.10）×2

（0.25+0.25）×19.41
　　+（0.30×0.10）×1

（0.25+0.25）× 0.00
　　+（0.30×0.10）×0

面積(m2) 備 　考合計(m2)

上流側(全長) 9.58

2.20

7.38

　　+（0.30×0.10）×2

（0.25+0.25）× 4.33
　　+（0.30×0.10）×1

（0.25+0.25）×14.71

図　示

（0.25+0.25）×19.04

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

上流側(全長)

防護柵補修工数量表（第2径間：防護柵取替）

位　置 延長(m) 備 　考

19.04

 4.33

14.71

下流側(全長) 19.04

 2.87

16.17

 7.20

30.88 〃

上下流（合計） 38.08 第2径間合計

〃

38.82+ 7.20

 0.00+30.88

第1径間+第2径間 38.82+38.08

防護柵補修工数量表（全体：防護柵取替）

位　置 延長(m) 備 　考合計(m)

46.02

30.88

76.90

15　枚ノ内　7

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事延長　L=2870 附帯工事延長　L=16170

附帯工事延長　L=14710本工事延長　L=4330

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

（附帯工事）

（附帯工事）

断面図（防護柵）
S=1:10
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8
5
0

2
5
0

7

44.1
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0

5
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当初 第 回変更

地 区 名

認可・実施

補修図（その３）

図 面 名

第1径間

河 川 名

補修図（その３）

15 枚ノ内 8

図 示

市道大見いこいの広場線

地 名

令和４年度 北建第４４号

縮 尺

長浜市木之本町大見

路 線 名

長浜市

年度・番号

図面番号

大見橋

工 事 名

S=1:50

12

側面

平面

9

鋼製

側面

鋼製

7

鋼製

41 6 14

防護柵（下流側）

103

鋼製

2

鋼製

115 8 13

防護柵（上流側）

5 64 8 121 2 3 97 1310 1411

平面

側面

側面

地覆（下流側）

地覆（上流側）

下端

上端

下端

上端

全損

全損
全損

全損

全損

地覆Fg01

⑰その他(ぐらつき)-e

地覆Fg02

全損

親柱

[450mm×350mm]

地覆Fg01

[250mm×300mm]

23変形・欠損-c

全損

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

全損

全損

[350mm×100mm]

[300mm×100mm]

全損

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

全損

全損

地覆Fg02

[250mm×100mm]

全損

全損

23変形・欠損-e

全損

地覆Fg02

[20mm×100mm×0mm]

23変形・欠損-c

全損全損

[400mm×150mm]

地覆Fg01

[200mm×100mm]

[20mm×80mm×0mm]

全損

地覆Fg02

全損

地覆Fg02

地覆Fg01

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

親柱

全損

全損

全損

全損

全損

全損

④破断-e

全損

全損

地覆Fg02

全損

全損

全損

[0.7mm/ - ]

全損

23変形・欠損-e

[200mm×300mm]

23変形・欠損-c

地覆Fg01

全損

全損

23変形・欠損-c

全損

全損

全損

[600mm×100mm]

全損

23変形・欠損-c

23変形・欠損-c

全損

23変形・欠損-c

全損

全損

[180mm×140mm×40mm]

[550mm×100mm]
⑫うき-e

23変形・欠損-c

[250mm×350mm]

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

地覆Fg02

23変形・欠損-c

[300mm×400mm×350mm]

全損 全損 全損

⑥ひびわれ(大小)-d

23変形・欠損-c

下端

上端

下端

上端

断面図（防護柵）
S=1:10

側面図（防護柵）
S=1:10

親柱詳細図

550

67
0

15
0

25
0

25
2
5

50

40050 100

550
400 100

820
670 150

25
0

25
2
5

S=1:20

180

200

6
00

1
0
0 5
0

202

50

84

50

8
4

D50

D50

250

400

30
0

30
0 防護柵延長 本工事 L=19410

防護柵延長 本工事 L=19410

1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1430

1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1230

200100100100100100100100100100100100100100100100100100100100

1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1460 1430

1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1230

100100 100100 100100 100100 100100 100100 100100 100100 100100 200100

（橋梁地覆補修工：既設地覆撤去）

1

2

690

地覆部撤去 A=0.03m2

柱部撤去 V=0.02m3

V=(0.14+0.19)×0.65/2×0.20

A=0.10×0.30

左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

1.46+0.26

0.00+1.38

1.72

1.38

第1径間+第2径間 1.46+1.64 3.10

位 置 体積(m3) 備 考合計(m3)

橋梁地覆補修工数量表（全体：既設地覆撤去工）

上流側(全長)

橋梁地覆補修工数量表（第1径間：既設地覆撤去）

位 置 延長(m) 備 考

19.41

19.41

0.00

38.82

0.00 〃

橋梁地覆補修工数量表（第1径間：既設地覆撤去工）

位 置 寸法(m) 備 考

下流側(全長)

〃

〃

体積(m3)

上下流（合計） 1.46 第1径間合計

上下流（合計） 38.82 第1径間合計

〃

〃

〃

〃

地覆部

地覆部

柱部

柱部

地覆部

柱部

0.10×0.30×19.41

0.10×0.30×19.41

0.10×0.30× 0.00 0.00

0.02×0(箇所) 0.00

0.02×9(箇所)

0.02×9(箇所)

1.46

0.00

0.58+0.12+0.58+0.18

0.00+0.00+0.00+0.00

0.58

0.18

0.58

0.18

0.58+0.12+0.58+0.18

38.82+ 7.20

0.00+30.88

第1径間+第2径間 38.82+38.08

橋梁地覆補修工数量表（全体：既設地覆撤去）

位 置 延長(m) 備 考合計(m)

46.02

30.88

76.90

下流側(全長) 19.41

19.41

0.00

上流側(全長) 0.10×0.30×19.41

0.10×0.30×19.41

0.10×0.30× 0.00

0.58

0.00

〃

〃

地覆部

地覆部

柱部

柱部

地覆部

柱部

0.02×0(箇所) 0.00

0.02×6(箇所)

〃 0.02×6(箇所) 0.12

0.58

0.12

図 示

1
00

3
50

190

140

300

6
0
0

6
50

5
0

84

60

90

60

8
490

90

2
50

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

大見橋災害復旧工事



[1.0mm/ - ]

262117 2220 2815 191816 2723 2524

長浜市木之本町大見

路　線　名

河　川　名

長浜市

補修図（その４）

当初　　　　第　　回変更

S=1:50

市道大見いこいの広場線

年度・番号

地　区　名

地　　　名

図面番号

認可・実施

大見橋
図　面　名

工　事　名

縮　　　尺

側面

側面

平面

23211716 24 26221915 18 282520

側面

平面

側面

補修図（その４）

第2径間
S=1:50

防護柵（下流側）

防護柵（上流側）

地覆（下流側）

地覆（上流側）

地覆Fg01

[10mm×100mm×0mm]

[10mm×100mm×0mm]

地覆Fg02

地覆Fg02

[400mm×350mm]

地覆Fg02

⑫うき-e

23変形・欠損-c

⑦剥離・鉄筋露出-d

⑫うき-e

地覆Fg02

地覆Fg02

地覆Fg01

⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆Fg02

⑦剥離・鉄筋露出-d

親柱

地覆Fg02

23変形・欠損-c

[200mm×100mm]

⑫うき-e

全損

⑫うき-e

[250mm×150mm]

全損

地覆Fg02

[300mm×160mm]

⑦剥離・鉄筋露出-d

23変形・欠損-c

全損

23変形・欠損-e

[20mm×100mm×0mm]

全損 全損

[300mm×300mm]

地覆Fg01

[300mm×100mm]

[200mm×300mm]

[20mm×80mm×0mm]

⑥ひびわれ(大小)-d

全損

全損

全損

親柱

全損

全損

全損
⑫うき-e

23変形・欠損-c

全損
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下端

上端

下端

上端

下端

上端

下端

上端

防護柵延長　L=19040

防護柵延長　L=19040

1440 1460 1460 1460 1460146014601460146014601460 13901410

1210 1260 1260 1260 1260 1260 1260 1240 1260 1260 1260 1260 1190

100 100 200100 100100 100100 100100 100100100100100100100100100 100100100100100100100

1440 1460 1460 1460 1460146014601460146014601460 13901410

1210 1260 1260 1260 1260 1260 1240 1260 1260 1260 1260 1190

100 100 200100 100100 100100 100100 100100100100100100100100100 100100100100100100200

1

2

（橋梁地覆補修工：既設地覆撤去）

左岸側 右岸側

左岸側 右岸側

1.46+0.26

0.00+1.38

1.72

1.38

第1径間+第2径間 1.46+1.64 3.10

位　置 体積(m3) 備 　考合計(m3)

橋梁地覆補修工数量表（全体：既設地覆撤去工）

⑫うき-e

地覆Fg02

[100×200mm]

上流側(全長)

位　置 延長(m) 備 　考

 7.20

30.88

第2径間合計

〃

橋梁地覆補修工数量表（第2径間：既設地覆撤去工）

上下流（合計） 38.08

〃

橋梁地覆補修工数量表（第2径間：既設地覆撤去工）

上流側(全長)

位　置 寸法(m) 備 　考

〃

〃

0.10×0.30×19.04

0.10×0.30× 4.33

0.10×0.30×14.71

体積(m3)

0.57

0.44

上下流（合計） 1.64 第2径間合計

〃

〃

地覆部

地覆部

柱部

柱部

地覆部

柱部

0.02×11(箇所) 0.22

0.02× 1(箇所)

〃 0.02×12(箇所) 0.24

0.26

1.38

0.57+0.24+0.57+0.26

0.44+0.22+0.48+0.24

0.13

0.02

0.13+0.02+0.09+0.02

19.04

 4.33

14.71

38.82+ 7.20

 0.00+30.88

第1径間+第2径間 38.82+38.08

橋梁地覆補修工数量表（全体：既設地覆撤去）

位　置 延長(m) 備 　考合計(m)

46.02

30.88

76.90

19.04

 2.87

16.17

下流側(全長)

下流側(全長)

〃

〃

〃

地覆部

地覆部

柱部

柱部

地覆部

柱部

0.10×0.30×19.04

0.10×0.30× 2.87

0.10×0.30×16.17 0.48

0.02×12(箇所) 0.24

0.02×1(箇所)

0.02×13(箇所)

0.57

0.26

0.09

0.02

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　9

附帯工事延長　L=16170本工事延長　L=2870

附帯工事延長　L=14710本工事延長　L=4330

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事



河　川　名

市道大見いこいの広場線

縮　　　尺

長浜市

年度・番号

補修図（その５）

地　区　名

地　　　名 長浜市木之本町大見

当初　　　　第　　回変更

図面番号

認可・実施

大見橋

S=1:50

路　線　名

図　面　名

工　事　名

A1 P1

P1 A2

補修図（その５）

第1径間
S=1:50

第2径間
S=1:50

伸縮装置Ej01 : 24土砂詰まり-e

　　　　 　　　　[550mm×300mm×90mm]

伸縮装置Ej01 : 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

添架物Ut01 : ①腐食(小大)-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp03 : ①腐食(大大)-e

排水管Dp04 : 23変形・欠損-e

添架物Ut02 : 23変形・欠損-e

写真番号 2

伸縮装置Ej01 : 24土砂詰まり-e

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

添架物Ut01 : ①腐食(小大)-c

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp02 : ①腐食(大大)-e

　　　　　　 ③ゆるみ・脱落-e

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp04 : ①腐食(大大)-e

排水管Dp03 : ①腐食(大大)-e

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

　　 　　　　[200mm×150mm]

主桁Mg02 : ⑫うき-e

添架物Ut02 : 23変形・欠損-e

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp01 : ①腐食(大大)-e

排水管Dp01 : ①腐食(大大)-e

　　　　　　 23変形・欠損-c

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

　　　　　　 23変形・欠損-e

　　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e(1)

排水管Dp02 : ①腐食(大大)-e

1

断面修復工数量表（主桁）

位　置
寸　法

箇所
体　積

備 　考

合　計

（m） （m3）

10.20×0.15×0.05 0.001500 

0.001500 

1

1

排水装置補修工数量表

位　置 延長(m) 備 　考

合　計

1.052

3

4

5

6

7

8

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

箇所

1

1

1

1

1

1

1

1

8

1

3

2

5

7
8

6

注記1：想定平均補修厚をt=50mmとし数量を算出。

8.40

（断面修復工、排水装置補修工）

1

位　置 延長(m) 備 　考

合　計

1.052

3

4

1.05

1.05

1.05

箇所

1

1

1

1

合　計

5

6

7

8

1.05

1.05

1.05

1.05

1

1

1

1

44.20

位　置 延長(m) 備 　考箇所

44.20

主桁

1

排水装置撤去工数量表

位　置 延長(m) 備 　考

合　計

1.052

3

5

6

7

8

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

箇所

1

1

1

1

1

1

1

77.35

1

位　置 延長(m) 備 　考

合　計

1.052

3

4

1.05

-

1.05

箇所

1

1

1

-

合　計

5

6

7

8

1.05

1.05

1.05

1.05

1

1

1

1

44.20

位　置 延長(m) 備 　考箇所

33.15

4
※排水管全損

4 - -

　　　　　　 23変形・欠損-e

　　　　　　 23変形・欠損-e

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　10

本工事延長　L=19410

（附帯工事）

排水装置補修工数量表(本工事)

排水装置補修工数量表(附帯工事)

排水装置撤去工数量表(本工事)

排水装置撤去工数量表(附帯工事)
本工事延長　L=2870 附帯工事延長　L=16170

本工事延長　L=4330 附帯工事延長　L=14710

本工事延長　L=19410



（種別 C）

橋梁用ビーム型防護柵

（種別 SP兼用）

（対向に同じ）

″a″部詳細図

前
 側

支
柱
割
付
基
準
線

S=1:30

15
0

15
0 30
0

500

A1

既設Rc支柱

S=1:50断面図

=42
00 765=4000185018001700100017001800

50
0

71
5

(曲
)43

10
15100 19040

495 475

30

1105295

450

防護柵長 38480

1

1

S=1:150支柱割付平面図

JS

J S

30桁長 1904030桁長 1894030

橋長 38070

A1 A2既設Rc支柱(56ヶ所)

″a″

2@2000

=4000

2@2000
3@1

400
=4000

2@2000

=4000

2@2000

=6000

3@2000

=4200

715

(曲)4310

295

3@1400 2@2000

1105

500

4507652@2000185018001700100017003@20001800

=4000

15100 1904030

防護柵長 38480

495 30 475

30

2@2000

=4000

2@2000

=4000=4000 =6000

P1

714

300

300

300

30

30

30

12

13

14

2

3

4

5 18

197 300

300

≒5

135

≒5

450

380

400

15

17

80 ≒30
6 16 6

125

6
0

6
0

1
6
0

109

70

140

2
1
0

3
0

11

（34ヶ所）
中 間 部

S

伸 縮 部
（2ヶ所）（4ヶ所）

端 末 部
（6ヶ所）
中 間 部

J

笠木 φ76.3×2.8t

主要横梁 φ114.3×4.5t

支柱 下段横梁 φ89.1×2.8t

500 714 1400 1400 1400

1－1 矢視

防護柵組立図 S=1:30

100

8
5
0

2
5
0

1

橋梁用ビーム型防護柵詳細図
（歩行者自転車用柵兼用）

7

44.1

8
50

2
0
0

5
9
2
.
8
5

6
5
0

3
0
0

S=1:10

2
1
01
6
0

6
0

6
0

11

35

80

150150

66

300

24 196

95 35

3
0

10
9

X X

C20以
下

割付基準位置

66

196

95 35

7
0

1
4
0

4-28×35

X-X

3
5

3
5

J

J

J

J

2000

3003600300

4200

2
5
0

2
5
0 8
5
0

8
5
0

R5750

（防護柵補修工（防護柵取替））

HDZT49

〃

〃

―

工場塗装

〃

〃

質 　量

46 604.0

数 　量

76.578 m

単位質量

13.13

寸             法

H850×196×125/140

符号 名　　 　称 材　 質

強度区分6.8以上

材料表

SS4001 支柱

笠木

主要横梁

下段横梁

スリーブ

　 〃

φ 76.3×2.8t

φ114.3×4.5t

φ 89.1×2.8t

φ 65.0×4.0t×135

φ101.6×4.5t×300

φ 76.3×4.2t×300　 〃

2

3

4

5

6

7

8

9

STK400

〃

〃

〃

〃

5.08

12.20

5.96

0.81

3.23

2.23

76.578 m

76.578 m

34

40

34

389.0

934.3

456.4

27.5

129.2

75.8

取付ボルト

10

M12×35(W1,SW1) 0.06 380 22.8

11

アンカーボルト

12

I-M20×300(N3,W1,SW1) 0.86 92 79.1

13

　 〃 M20×220(N1,W1,SW1) 強度区分4.6以上 0.68 92 62.6

46 62.61.36SS4009t×100×200アンカープレート

14

15

キャップ φ 76.3×30 アルミ製 4 1.00.24

16

　 〃 φ114.3×30 〃 4 1.90.47

17

　 〃 φ 89.1×30 〃 4 1.20.30

18

19

伸縮用スリーブ φ 65.0×4.0t×380 STK400 2 4.6

　 〃 φ101.6×4.5t×450 〃 2 9.7

φ 76.3×4.2t×400 〃 2 6.0　 〃

スリーブ <Ｊ部> 6 10.8φ 65.0×4.0t×300 〃 1.80

φ 76.3×4.2t×300< 〃 >　 〃 6 13.4〃 2.23

表面処理

HDZT49 + 工場塗装

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2.28

4.85

2.98

76.960 m防護柵長

2891.9 kg合計

・伸縮処理：2ヶ所

・R曲げ（R10ｍ未満）：L = 8.620 m

 ｛ 使用支柱：0%支柱 46本 }

特記）橋梁用ビーム型防護柵は（一社）全国高欄協会にて認定された静荷重試験機により性能確認された製品とする。

HDZT49 + 工場塗装

〃

注記3：本防護柵の設計仕様は「防護柵の設置基準・同解説」（令和3年3月）による。

注記4：本図は製作時、現場検測を行い確認をすること。

注記2：  は伸縮位置、   は伸縮スリーブ方向を示す。

注記1：防護柵長は支柱割付基準位置の実長を示す。

(HDZ35)+静電粉体塗装(平均50μm以上)とする。

特記仕様 

河　川　名

市道大見いこいの広場線

縮　　　尺

長浜市

年度・番号

補修図（その６）

地　区　名

地　　　名 長浜市木之本町大見

当初　　　　第　　回変更

図面番号

認可・実施

大見橋

図　示

路　線　名

図　面　名

工　事　名

図　示

補修図（その６）
図　示

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　11

S

1260

本工事範囲 附帯工事範囲

本工事範囲 附帯工事範囲



長浜市木之本町大見

路　線　名

河　川　名

長浜市

補修図（その７）

当初　　　　第　　回変更

図　示

市道大見いこいの広場線

年度・番号

地　区　名

地　　　名

図面番号

認可・実施

大見橋
図　面　名

工　事　名

縮　　　尺

補修図（その７）

（橋梁地覆補修工：内部鉄筋）

50

50@300

=15000

13@300=3900

280H1 D-16 N=65

50

50@300

=15000

13@
300

=39
00

28
0

H1 D-16 N=65

5050
62@300

=18600

50

H1 D-16 N=65(11+54)

5050
62@300

=186002@170

=340

H1 D-16 N=65(16+49)

120

1
6
0

63

260 - D16 x 566

1
6
0

63

鉄筋加工図

H1

2@170

=340

50

3
5
0

2
5
0

90

既
設

地
覆

撤
去

1
0
0

300

210

2
5
0

7016070

H1 D-16

H3 D-16H2 

（
既

設
の

主
筋

と
結

束
）

S=1:40

平面図

鉄筋加工図 S=1:10

H3 , H4  D-16

560

7000

7000
560

6060

18940

560

7000

7000
560

2120560

478
0

471
0

7000

8 - D16 x 7000H5

7000

560

4 - D16 x 2120H4

560

2120

560
4780(

4710)

2 - D16 x 4780H2

2 - D16 x 4710H3

鉄筋表（全体）

D16H1

記号 径 長  さ 本数 単位重量 1本当り重量 重  量 摘  要

H4

D16 1.56

 566 260

4780   2

4710   2

0.88

7.46

7.35

229

15

484 kg

D16 = 484 kg

15

D16H2 1.56

1.56

H3

H5

H6

D16

D16

D16

2120

7000

6060

  4

 16

  4

1.56

1.56

1.56

3.31

10.92

9.45

13

174

38

D16H1

記号 径 長  さ 本数 単位重量 1本当り重量 重  量 摘  要

 566 103 0.88 91

194 kg

D16 = 194 kg

1.56

H5

H6 D16

D16 7000

(1780)

  8

  2

1.56

1.56

10.92

2.78

87

　6

560

7000

7000
560

6060

4280

2820

1780

3240

H4

D16

D16H2

H3

D16

-

-

-

4780

4710

2120

1.56

1.56

1.56

-

-

-

6060

6060

7.46

7.35

3.31

注記：本図は製作時、現場検測を行い確認をすること。

特記仕様 

D16H1

記号 径 長  さ 本数 単位重量 1本当り重量 重  量 摘  要

H4

D16 1.56

 566 157

4780   2

4710   2

0.88

7.46

7.35

138

15

290 kg

D16 = 290 kg

15

D16H2 1.56

1.56

H3

H5

H6

D16

D16

D16

2120

7000

(4280)

  4

  8

  2

1.56

1.56

1.56

3.31

10.92

6.68

13

87

13

H6 D16 (2820)   2 1.56 4.40 9

7000

8 - D16 x 7000H5

7000

560

18940

4 - D16 x 6060H6

560

6060

(2820+3240)

(4280+1780)

H6 D16 (3240)   2 1.56 2.78 10

図　示

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　12

本工事延長　L=19410

本工事延長　L=19410

鉄筋表（本工事）

鉄筋表（附帯工事）

本工事延長　L=2870

本工事延長　L=4330

附帯工事延長　L=16170

附帯工事延長　L=14710

(SD345)

(SD345)

(SD345)



河　川　名

市道大見いこいの広場線

縮　　　尺

長浜市

年度・番号

補修図（その８）

地　区　名

地　　　名 長浜市木之本町大見

当初　　　　第　　回変更

図面番号

認可・実施

大見橋

S=1:50

路　線　名

図　面　名

工　事　名

補修図（その８）

排水装置補修工
S=1:50

断面図

3003600300

4200

1
0
0

6
0
0

3
5
0

8
1
0

775 500

t=2.0

1
0

外周曲加工詳細

外周曲加工

ステンレス排水管

(SUS304 t=1.2mm)

天板プレート一体型排水装置

設置数 N=8

φ202

7
0
0

400

120

2
0
0

7
0
0

40
0

120

202

7
0
0

400

ステンレス排水管

ステンレス排水管

取付金具詳細図

設置数 N=8

内側EPDM貼付(t=3.0)

6

6
4-φ14孔

25 50 25

100

3
0

3
0

3
0

3
0

6
0

2
2
0

6
0

3
4
0

120

6

6
2-φ14x30長孔

3
0

3
0

6
0

5050

100

2-PL 100x6x456

2-PL 100x6x222

4-BN M12x45

2-アンカーボルト M12x100

2-EPDM 100x3x323

120

2
5

5
0

2
5

1
0
0

φ
20
8

121°

152°

121°

152°

12
1°

15
2°

30

3
0

300

3
0
0

4-φ14x30長孔

4-アンカーボルトM10x80

(1-SW,1-W,2-N)

施工時

接着面シーリング塗布

取付金具

取付金具

2
0
0

9
0

9
0

202

202

3
5
0

1
0
5
0

3
5
0

1
0
5
0

3
5
0

1
0
5
0

注記1：特記なき材質はすべてSUS304とする。

注記2：排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

注記3：天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。

注記4：t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

　　  耐食性向上の措置を講じる。

注記5：現地調査にて寸法確定後製作する。　

シリコンシーラント8000同等品以上

2-PL 100x6x456

2-PL 100x6x222

2-アンカーボルト M12x100

4-BN M12x45

2-EPDM 100x3x323

令和４年度　北建第４４号

大見橋災害復旧工事

15　枚ノ内　13



河　川　名

市道大見いこいの広場線

縮　　　尺

長浜市

年度・番号

補修図（その９）

地　区　名

地　　　名 長浜市木之本町大見

当初　　　　第　　回変更

図面番号

認可・実施

大見橋

図　示

路　線　名

図　面　名

工　事　名

補修図（その９）

参考図：足場工
平面図

S=1:80

A1 P1 A2

S=1:80

側面図

断面図
S=1:25

A1 A2P1

30 18940 30 19040 30

橋長L=38070

30

3
0
0

3
6
0
0

3
0
0

4
2
0
0

DHWL

注記1：吊足場数量は「橋梁架設工事の積算」より

　　　　 A=W×Lにて計上している。

      W：全幅員（地覆外縁間距離）（m）

      L：橋長または必要長

注記2：上下流側の管の移設が不可能なため干渉しないように足場を設置すること。

注記3：足場の設置前に事前計測を行い、アンカー設置箇所のｺﾝｸﾘｰﾄ強度等を確認すること。

3003600300

4200

1
0
06
0
0

3
5
0

8
1
0

775 500

つなぎ材

(単管ﾊﾟｲﾌﾟ又は角材)

6
0
0

280

1
7
6
0

8
8
0

8
8
0

520

6
0
0

400400

足場チェーン
単管パイプ

足場板

シート張防護

単管パイプ

グリップアンカー

足場板

2
3
6
0

2
3
6
0

1
7
6
0

1
7
6
0

6
0
0

80
0

18370

径間1

800 800

8
0
0

4
0
0

2
8
0

5
2
0

18370

8
0
0

4
0
0

19040

19040

径間2

径間2径間1 第1径間(全長)

位　置 寸法(m) 備考

5.8×18.37

第2径間(全長) 5.8×19.04

5.8× 4.33

5.8×14.71

足場工数量表（吊足場）

合計

面積(m2)

106.55

106.55

  0.00

110.43

 25.11

 85.32

131.66

 85.32

216.98

5.8×18.37

5.8× 0.00

全
幅
員

 
W
=
5
8
0
0

板張り防護

右岸左岸

右岸左岸

106.55+110.43

106.55+ 25.11

  0.00+ 85.32

図　示図　示
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本工事延長　L=18370 本工事延長　L=4330 附帯工事延長　L=14710

本工事延長　L=18370 本工事延長　L=4330 附帯工事延長　L=14710

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事

本工事

附帯工事



注記1：各部寸法は、現地にて再度計測を行い決定すること。

躯体コンクリート

（錆落とし後、防錆処理） 

既設鉄筋

プライマー塗布

脆弱部をはつり除去後、 

カッター工t=10mm

（
1
0
）

ポリマーセメントモルタルを充填

左官工法（鉄筋ケレン、防錆処理含む）詳細図

※想定平均厚 t=5cm

(かぶり+鉄筋径+10=50mm) 

0.1 清掃、防錆剤塗布含むm3ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ Mt＝5cm充てん剤

適 用数　　量単　位規　　格

0.1m3当り断面補修 数量表

名　　称

2.0m2チッピング下地処理

左官工法（鉄筋ケレン、防錆処理含まない）詳細図

躯体コンクリート

プライマー塗布

脆弱部をはつり除去後、 

カッター工t=10mm

（
1
0
）

ポリマーセメントモルタルを充填
※想定平均厚 t=3cm

注記2：損傷周辺から10cm程度拡大してハツリを行い、たたき検査後、うき等が確認される場合は、 

注記1：はつり面の処理（例えば下地処理、チッピング等）を計画し、数量を計上する事

注記3：かぶり表層部の鋼材（金属スペーサーやセパレータ、結束番線など）は、ハツリ時に撤去する。 

       ハツリとたたき検査を繰り返して、脆弱部を残さないように補修する。 

注記4：セパレータ等すべての撤去が困難な場合は、表面から３cm程度ハツリ取り、修復材で補修する。 

平均補修厚：t = 50 mm

補修部材 ：主桁（σck=24N/mm )

補修材料 ：ポリマーセメントモルタル（圧縮強度 24N/mm )

0.1 清掃、防錆剤塗布含むm3ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ Mt＝5cm充てん剤

適 用数　　量単　位規　　格名　　称

3.3m2チッピング下地処理

注記2：損傷周辺から10cm程度拡大してハツリを行い、たたき検査後、うき等が確認される場合は、 

注記1：はつり面の処理（例えば下地処理、チッピング等）を計画し、数量を計上する事

注記3：かぶり表層部の鋼材（金属スペーサーやセパレータ、結束番線など）は、ハツリ時に撤去する。 

       ハツリとたたき検査を繰り返して、脆弱部を残さないように補修する。 

注記4：セパレータ等すべての撤去が困難な場合は、表面から３cm程度ハツリ取り、修復材で補修する。 

平均補修厚：t = 30 mm

補修部材 ：主桁（σck=24N/mm )

補修材料 ：ポリマーセメントモルタル（圧縮強度 24N/mm )

断面の増厚

かぶり不足の対策

断面の増厚

躯体コンクリート

躯体コンクリート

既設鉄筋

1
0
m
m
未

満

断面修復材

既設鉄筋

1
0
m
m

1
0
m
m
未

満

水切り、表面被覆を検討する。

水掛かり懸念される場合は

（断面修復部分は最低限増厚する。） 

断面の増厚

断面修復工

1
0m
m

河　川　名

市道大見いこいの広場線

縮　　　尺

長浜市

年度・番号

補修図（共通仕様詳細図）

地　区　名

地　　　名 長浜市木之本町大見

当初　　　　第　　回変更

図面番号

認可・実施

-

路　線　名

図　面　名

工　事　名

補修図（共通仕様詳細図）

0.1m3当り
令和４年度　北建第４４号
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